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１．自己紹介と今日の報告
〇自己紹介
①高崎経済大学地域政策学部で社会保障論、公的扶助論、住宅政策論を担
当／高度経済成長期のアパートと家主で博士論文、博士（社会学）
②生活学会の非会員
③別の研究会でお会いした、（本日モデレーターを務める）黒石いずみ先生
からお声がけ→「ご自分の研究の根底にある問題意識について、「生活をこ
れからどう捉えるべきなのか」という問題と関係づけて」報告の要請→福祉
の話か日常生活の話か迷う→後者の話でいくことになった

〇今日の報告
①日常生活批判という言葉が気になりながら、デモばかり行っていた
②その時に考えていたことを、生活学（会）との関係で、何か言えることはな
いだろうか
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2．日常生活批判——祐成（2008）
①磯崎新による学生運動への「批判」
「〈食べ〉、〈排泄し〉、〈性交し〉、〈睡眠〉するといった日常的なひとつひとつの行為を、う
たがいをもったとしても、やはり確実にひとつずつ過ごしていくことが、きみの日常をかたち
づくりはじめるときには、きみは〈ホーム〉にむかいあっている」（祐成による磯崎の重引）

②磯崎の背景にあった、大阪万博への動員
「「戦争遂行者に加担したような、膨大な量の疲労感と、割り切れない、かみきることので
きないにがさ」が、このエッセイを書かせた…基調にあるのは、システムの強靭さを目の当
たりにした鋭利な理性に宿ったペシミズムである。彼は静かに挑発する。本当にこのシステ
ムを乗り越えることができるのか、と。」
＊生活学会設立の一つのきっかけ：大阪万博に際して、川添登らが関東・関西の関係者を
媒介（野村 2013）

③権力と資本にとっての日常生活の両義性
「日常生活批判は、小さな違和感の表明を社会の再編成へとつなげようとした。危機の全
域化から革命への展開を見通していたともいえる。しかし現実には、危機は回避された。批
判は技術的に解決可能な不満に還元され、少なくとも二つの方向で吸収された。」「日常
生活は違和感が生じる場であると同時に、技術的な解決によってそれらが無化される場で
もある。この意味で日常生活は、資本にとっての遊水地のような場所として機能する。そこ
は権力の限界点であるとともに、その台座でもある。」 3



3-1．社会運動へのコミット
〇再度の自己紹介
・2014年に大学院博士課程に進学⇔うだつがあがらない
• 研究へのモチベーション∧逃避→デモばかり行っていた
…2014年6月末の学校教育法改定、2014年7月の集団的自衛権閣議決
定行使容認、2015年9月の安全保障法制、2015年10月エキタス、2016
年6月家賃下げろデモetc

＊社会学者としての仕事としてデモに行っていたという自己正当化
（a）学部時代の指導教官のフランス留学時…国際政治の学会では高そうな
スーツをきた正統なフランス語を話す人ばかりだが、社会学の学会ではデモ
にいって学会報告に遅れたヨレヨレのジーンズを履いた人が報告していた
（b）大学の同期の社会学者にその話をした時…保健医療社会福祉学会の
際、お医者さんは高そうなスーツを着ていたが、社会学者はリュックとスニー
カーだった 4



3-2．特に安全保障法制／SEALDs
①2015年に至る運動の経過／特徴
• 東日本大震災以降のいわゆる311の運動（反原発、脱原発、原発やめろ）、ヘイ

トスピーチへのカウンター、特定秘密保護法反対、2014年都知事選、安倍政権
打倒デモ、そして安全保障法制

→311以降は、国際的に見てデモが少ないと言われていた日本でさえも、デモが
多発／数万人に及ぶものも、シングルイシューから政治・政権批判へと拡大
• HP／youtubeによる宣伝、フライヤーやパンフレットの作成に至るまで、運動へ

の参加のハードルを下げ、多様な参加の在り方に開かれるような工夫（富永
2017）

②社会運動の高揚がもたらした社会運動外部への影響
（a）政党政治への影響…脱原発を争点とする政党再編、野党共闘路線
（b）アカデミズムへの影響…立憲主義擁護／社会の内省（の自覚）による知の復
権（？）
「「知は力なり」という当たり前の原理の回復に向けて――SEALDsの学者へのこだわりとカウンター・
カルチャー」http://togetter.com/li/871325（エントリが消えてしまいました)
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3-3．デモにいて感じたこと（佐藤 2015）
①「官僚用語」と対置される（？）生き生きとした言葉、振る舞い
＊「日本で最も厳格な官僚機構は、警察と共産党」
→用語およびアクセントが、官僚制と結びつく？ ex.青年（せ↓いねん）
（a）スピーチ…非日常であるはずのデモが、むしろ日常生活を語る場、非日
常を生活に媒介する場になっている（スピーチ抜き書きは次スライド）
→「俺らの強さは日常にある」（9月17日深夜、奥田愛基さんのスピーチ）
（b）大衆の野蛮さ
• 9月14日から18日まで毎日国会前の抗議
→参議院での委員会採決が焦点化されていた17日の深夜、雨が降り続け、
少し肌寒いこともあって、1時30分頃に主催からデモ解散の呼びかけ
←「ここで帰れるか!」という声とともに、継続的にその場でコールしつづける
声が沸き上がった 6



参考．スピーチ抜き書き
「それとこういうことを言われる。『お前が政治家になって日本を変えろよ』。『デモ
をしているから、政治的な発言』という日本語は僕はおかしいと思っています。考え
てみてください。僕は料理ができます、でもだからといってシェフにはなりません。料
理ができないからって毎日外食するのは僕には無理です。だから僕はご飯炊くし、
味噌汁くらいは作りますよ。僕はそれを楽しみます、生活をする上で必要なことだか
ら。政治だってそうだと思うんです。僕らの生活に必要なことなんですよ。」（山本
2015）

「自分の子どもが生まれた時に、真の平和を求め、世界に広める、そんな日本で
あってほしいから、私は今ここに立って、こうして声を上げています。未来を想うこと、
命を大事にすること、先人の歩みから学ぶこと、そんな当たり前のことを、当たり前
に大事にする社会に私はしたいんです。家に帰ったらご飯を作って待っているお母
さんがいる幸せを、ベビーカーに乗っている赤ちゃんが、私を見て、まだ歯の生えな
い口を開いて笑ってくれる幸せを、仕送りしてくれたお祖母ちゃんに『ありがとう』と
電話して伝える幸せを、好きな人に教えてもらった音楽を帰りの電車の中で聞く幸
せを、私はこういう小さな幸せを『平和』と呼ぶし、こういう毎日を守りたいんで
す。」（芝田 2015）
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参考．続
「スピーチとかものを書くときには、立憲主義や民主主義といった硬い言葉を
できるだけ使わずに、いかに自分たちが日常で使う言葉で表現するかという
ことを考えながら、他の言い方はないのかな、もっと自分の内から発するよう
な別の言い方で言えないかなということを考えていますね。いままであまりに
政治と日常が乖離し過ぎていたということもあるんじゃないのなかと思いま
す。」（発言者は元山仁士郎、2015SEALDsインタビュー）
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3-4．続
②日常／非日常の関係
（a）非日常の日常化
• 毎週木曜日（首都圏反原発連合、反原連）と金曜日（戦争させない・9条壊

すな！総がかり行動実行委員会、総がかり）に少なくともデモがある
→様々な属性を超えた多くの参加者が運動に参加したという意味でも、抗議
行動＝非日常の日常化は大きな意味を持った

（b）日常それ自体の問い直し
• 非日常―日常という区分を原理的に解消するのではなく、日常とは何かを

改めて問うという意義
→ネオリベ的解決（不満があるなら起業しろ）、自己責任（辛いのはあなたの
せいだから我慢せよ）でもない、社会運動—政治参加という民主主義的回路
の再提示
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4-1．「日本生活学会会長に就任して」http://lifology.jp/overview/president/

「日本生活学会には、大きく分けると4つくらいの潮流がありました。第1
には、今和次郎の住居学、建築学の系譜…後継者は…川添登先生…現
在は、都市計画学の後藤春彦先生、建築史の内田青蔵先生…第2は、
一番ケ瀬康子先生や中鉢正美先生の社会政策学や社会福祉学…籠山
京先生…「生活構造論」や社会事業の歴史的研究など生活学会にも…
入っていました。第3は、米山俊直先生を中心とした…「京都学派」の
人々…文化人類学を中心と…宮田登先生も加入されて、民俗学も加
わって…祭り研究の松平誠先生や和崎春日先生も…。小林多寿子先生
は…もとは、米山俊直先生の門下で、京都学派…秋野晃司先生も専門
は文化人類学で…足立己幸先生（食物学）との関係も…。第4は、宮本
常一先生の「もの文化」「宮本民俗学」…真島俊一先生や相沢韶男先
生などがお弟子さんですが、日本民具学会や日本道具学会など、日本
生活学会よりも具体的な「もの」を扱う学会活動に…森栗茂一先生も学
問的には民俗学で、人とのつながりは京都・大阪のグループ」 10

http://lifology.jp/overview/president/


4-2．生活学会の概要（福島 1992）
〇日本生活学会会則（2021年6月12日改訂）
第4条 本会は過去、現在、未来にわたる生活に対するさまざまな分野からの理論的・実
証的研究と実践を促進し、あわせて体系化、総合化をはかることを目的とする。
http://lifology.jp/overview/constitution/

〇生活学会発起人22名
今和次郎、梅棹忠夫、竹内芳太郎、川添登、吉阪隆正、加藤秀俊、多田道太郎、内井乃生、
伊藤ていじ、石山彰、西山夘三、中鉢正美、今井光映、菊竹清訓、栄久庵憲司、加藤角一、
宮本常一、林雄二郎、浅田孝、石毛直道、米山俊直、本明寛／初代会長：今和次郎、監
事：竹内芳太郎、理事長：川添登、他の発起人全員を理事として1972年9月に設立

〇主な研究会
住居研究会（1982年～）、山陽地域会合（1983年～）、道具研究会（1984年～）、生
活論研究会（1984年～）、食の文化フォーラム（1985年～）、東京の生活学研究会
（1985年～）、長寿社会研究会（1988年～）、生活史研究会（1989年～）、東海地域
研究会（1989年～）、町づくり研究会（1991年～）
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4-3．日本生活学会設立趣意書（1972年9月29日設立）

「人間のいるところ、かならず生活がある。
人間の歴史は、生活の歴史であった。しかし、今日人間の生活は危機に直面
している。思うに生活というもののもつ、自明の日常性のゆえに、われわれは、
それを対象化し、体系的な知的探求の主題とすることは、まれであったのでは
なかろうか。 われわれの提唱する生活学とは、まさしく生活を客体化し、理論
化しようとするこころみにほかならない。そのかぎりで、生活学は生活の研究
批判の学である。しかし、同時に、われわれは生活の中で展開される人間の
可能性に、かぎりなき信頼と愛情とをもちつづけたい。その意味では、生活学
は生活擁護の運動とつながるであろう。生活のなかで人間を発見し、人間を
通して、生活を見つめ、そのことによって、人間にとっての「生きる」ことの意味
を探求すること－それが「生活学」の立場なのである。
このような趣旨により、われわれは既成の学にとらわれない新しい学問の場
としての「日本生活学会」を設立するものである。」
http://lifology.jp/overview/syuisyo/ 12
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5-1．日常と切り離されたものとしてのデモ
〇出口（2009）：フリーター全般労組によるサウンドデモ
①山口昌男：聖俗理論の分析枠組みを使って、非人間化した俗なる世界をくつがえ
して、人間化した聖なる世界を回復する要求、として学生運動を捉えた
• 「学生運動が日常性の意識の延長を断ち切ったところで成立しはじめている事を

示しているのではないか」（山口昌男『人類学的思考』、出口より重引）
⇔「日常と非日常とは安易に分節できない」（出口による上野俊哉の主張の引用）

②「デモとは自らの生活や生存が脅かされる、あるいは危機に晒されているときに、
それを可視化・顕在化させて街頭から直接訴える政治行動である。」「こう主張する
彼らに対して、生活学はどう答えればよいのだろうか。答えがない場合、そういう彼
らに寄り添いながら共に考えてゆくこともできるはずだ。」56

→佐藤による総括：（a）生活学会の出自の一つである民俗学の祭り研究が、（b）
デモを祝祭と戦略的に捉える運動団体および出口によって、非日常の研究として提
示されたが、（c）生活（学）の評価・意義づけは明言されない
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5-2．生活と運動が一体になったものとしての住民運動
〇清原（2012）：横浜新貨物線反対運動における女性たちの住民運動
①生活構造論の問題意識：（a）生活主体の形成、（b）住民個人の視点から地域社会の
社会構造を捉えようとする視点…新たな生活問題を解決する主体形成→生活主体形成論

②現場阻止闘争における主力部隊は女性たち
• →土地収用のための測量や縦覧は、いつ行われるか分からないからであり、このため緊

急時に対応できるのが専業主婦だったから

③生活の共同化／運動と生活の一体化→共同購入、バザー
• 男性は生活＝運動／女性は生活≠運動→ジェンダーの観点からの違和感の表明
⇔生活といった概念の男女による違いを指摘しながら、主題に分析していない

→佐藤による総括：（a）生活と切り離せない運動であるがゆえに、生活と運動が一体に
なったものとして住民運動を捉えられるが、（b）ジェンダーの観点から、住民運動もまた、
日本社会における支配的な秩序であるジェンダーを自明・動員していたが、（c）生活
（学）には踏み込まない 14



6-1．ありえたはずの生活学（会）？
〇生活学会が、生活の政治性（と呼びうるもの？）について研究しない（？）のは、
果たしてなぜなのか？

①学会外在的要因
（a）構造としての市民社会―政党政治編成
• 〈産業別労働組合→社会民主政党支持→福祉国家形成〉という回路⇔〈企業主

義的労働組合→保守政党支持→日本型福祉国家〉という回路

（b）事実としてのデモ／ストライキの「不在」
• 1974年をピークとして、明確に、可視化された抗議行動減少
「デモで社会が変わるか？デモによってデモをする社会に変わる」（柄谷行人）

（c）民主主義的陶冶に対する「無知」と「不信」
• 若者（だけか？）中心に政策過程に対する意識は弱い

→「研究するに足りないことだから」「研究する価値がないから」？ 15



6-1．続
①´学会外在的要因・続
宮本常一「対馬にて」『忘れられた日本人』（森栗 2015より）
• 対馬伊奈村に滞在した際、古文書を借りることを相談すると、寄り合いにか

けてからと言われて、2日間に渡って談義され、認められた
• 村の合意は、みんなが納得いくまで話し合って、だいたい3日でかたづいた

スライド15：日本の特殊性の強調
（a）社会主義の近代社会：機能分化…οικονομία→政治（国家）、
市場（経済）、家政（家庭）と分離
（b）近代化に伴って、民主主義的陶冶（社会契約、制限規範、市民自治）の
在り方は変容
＊（1950年時点での対馬がそうであるかはおくとして）近代社会では成立し
がたい条件の分解・再編
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6-2．生活学会における生活概念
①家庭生活・衣食住中心主義の生活観？
• 生活学とは「家庭生活を中心とした人間の物質的、ならびに文化的生活、さ

らに人間が生きていく上で土台となる基本的で、普遍的な活動としての食・
衣・住生活ならびにその上になり立つ諸行等、すなわち、狭義の生活であ
る」（カッコ内は佐々木嘉彦、小川2012からの重引）

②生活の体系化・総合化の困難（会則4条）
（a）足し算しても全部にはならない…主目的的労働、周縁的労働（まごつ
き）、用事、その他？（安室 2013）
（b）アイデンティティの確定の困難：総合化と専門化・科学化との葛藤
• 学問の発展⇔学際学会はやりの時期ゆえの時代のあだ花？
「生活学会には、生活を科学として分析してしまうことへの批判と、それに対す
る警句を発した先生方が集まった」、（家政学部が分析科学への道を歩みだ
す時期に）「生活を総合的に考える」はずの家政学が「生活を科学的に分析
する」道を歩むことを、今（和次郎）は憂いていた」（野村 2013）
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6-3．続
③生活主体／主体性のベクトル
「人間生活を主体＝環境系としての生態系として把握し、その変動をミクロで
取り上げつつ、社会構造に規制されつつも逆にその変革へ参与していく人間
の主体的契機を展望する」学としての生活研究（中鉢正美1956『生活構造
論』、黒石（2013）より重引）
→民主主義的変革というよりむしろ生活の構造による外在的把握？

（a）生活主体あるいは生活権に基づく生活変革あるいは運動論（一番ケ瀬
1982）はどのように継承されたのか？

（b）生活の政治性／生活を語ることの政治性は、生臭すぎて議論できない？
「目下の大戦争は之を輝しい勝利に導かねばならぬ。」（西山 1942: 18）
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6-4．今回報告してみての結論
＊改めて、「社会構造に規制されつつも逆にその変革へ参与していく人間の
主体的契機を展望する」
（a）2000年代以降に本格化した新自由主義・構造改革の政治
（b）反貧困運動、反新自由主義は、シングルイシューでありながら、改めて、
民主主義や人権の問題を、社会運動という回路・コミットによって、学び直す
経験であった
（c）特に若者において、自民党支持も、リベラル層も、ともに高いのは、構造
的制約に規定される形での従属／反発
…競争主義的秩序、非正規雇用、長時間労働⇔自己責任による処理・統制
→日常生活の劣化が、日常生活の捉え直しの契機となっているとするならば、
構造と主体性を媒介する、生活の政治性の研究が必要
＊生活保守主義の位置づけの転換
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補論．色々したい言い訳を、ひとつに
〇メディアのバイアス
• Ciniiで生活学会から関連する別学会・別媒体を引き算して、関連しそうな

論文を、刊行年が前のものから読んでいく
＊都市社会学は、「都市っぽいところ」を「都市社会学っぽい手法」で調べた
にすぎないのでは、とするカステルの批判が当てはまるかもしれない
→生活学会でない人間が生活学会のことを知ろうとすると、歪んだ形で、生
活学会の一側面を切り出している危険性
←「『生活学論叢』創刊の志」によれば*、若手研究者が書きやすいから生活
学論叢が選ばれたのであって、生活学会のアイデンティティである生活概念
が深められているとは言い難い
*「若手研究者のまだ十分には陥穽されていないテーマにも門戸をひらき、こ
れを議論の場に持ち出し、相互の研鑽を通して啓発し、学会の水準を一層高
めていく」 21
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